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研究成果の概要（和文）：本助成プログラムでは、人類進化解明に古人類学的にアプローチする計画を立案し
た。研究期間を通じて相手国であるトルコ共和国側の研究者との連携を強めることができ、今後の共同研究の礎
を築くことができた。特に、新たな人的ネットワークの構築により、研究開始時には想定していなかった地域に
研究範囲を広げることができた。具体的には、トルコ共和国南部の後期更新世の洞窟遺跡における発掘調査を開
始し、人類遺物を発見するに至っている。発見された資料を土台として、トルコそして更にヨーロッパの研究者
を加えた共同研究へと発展させる計画である。

研究成果の概要（英文）：We have planned a research project with a paleo-anthropological approach. 
Throughout the project, we were able to strengthen our network with Turkish researchers, providing a
 solid foundation for future collaborations. In particular, we expanded the scope of our research by
 establishing new connections, which was unexpected at the project's outset. Specifically, we 
initiated excavations at a Late Pleistocene cave site in southern Anatolia. We are now planning to 
further develop collaborations with researchers from Europe in addition to Turkey based on our 
findings.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
トルコ共和国はアフリカとユーラシアをつなぐ結節点であり、両大陸間の生物の往来を明らかにする上で地理的
重要性が高い。本研究で発掘を開始した洞窟が位置するレバントはアフリカとユーラシアの回廊地帯であり、
我々ホモ・サピエンスとその姉妹種であるネアンデルタールの両方が存在した場所である。化石、石器、地質学
的資料などの詳細な分析は今後の課題として残ったが、アフリカで誕生したホモ・サピエンスのうちユーラシア
へ進出しようとする集団の特性を生物学的・文化的側面の両面から明らかにできる可能性が高く、その点で学術
的・社会的意義が高い成果を生む礎ができたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

我々ホモ・サピエンス（現生人類）に至った系統進化において、人類・類人猿段階の主要イベン

トは常にアフリカで起こったと主流仮説では考えられている。一方、過去１６００万年にわたり、

様々な人類・類人猿がアフリカからの拡散を繰り返したことが、古生物地理から示唆されている。

この拡散過程を明らかにするには、アフリカとユーラシアをつなぐ回廊地帯の化石資料が鍵と

なる。これらの資料は、生息域の変化・拡大や生物相の置換といった拡散の実態を知るうえで不

可欠であるとともに、回廊地帯がアフリカとひと続きの生態圏を形成した時期には、それ自体が

進化イベントの舞台となった可能性もある。本研究では、回廊地帯の中でも有望な化石産地のひ

とつであるアナトリア半島（トルコ共和国）における人類・類人猿化石の発掘調査を提案する。

アナトリア半島ではユーラシアにおける最古級の類人猿が発見されており、その時代以降、現在

に至るまで人類・類人猿の系統がほとんど途切れることなく存続したと考えられているが、人類

の化石記録は希薄である。 

 

２．研究の目的 

本研究ではまず、化石の発見にそもそも必要なトルコ共和国内で調査可能な遺跡の確保と、継続

的な発掘調査の基礎構築を目的とした。当初計画では、人類進化を長い時間スパンで明らかにす

べく、幅広い年代、後期中新世と中期更新世を主たる対象とする予定であった。しかし、COVID-

19 による影響もあり、トルコ国内での移動制限の影響を抑えつつ、実行可能性の高いホモ属の

時代を主なターゲットとした。現在地球上に残っているのは我々ホモ・サピエンスのみだが、か

つてはネアンデルタール人とデニソワ人という姉妹種が存在した。本研究では、アフリカからユ

ーラシアに拡散・進出しようとしていたホモ・サピエンスの生物学的・文化的特性を、他の人類

種とどのように関わっていたのかという問題を含め、明らかにすることを目的とした。 

  
 
 
３．研究の方法 

人類の進化研究のアプローチは大きく分けて、ヒトを含む霊長類の現生種を対象とした遺伝学

的・比較解剖学的研究と、化石試料を用いて生物の時系列的な変化を直接的に明らかにする研究

に大別される。最も条件の良い試料を用いても、古代 DNA の抽出は約４０万年前が現在のところ

限界である。ところが、ヒトと、ヒトに最も近縁なチンパンジーの種分化でさえ約５００－８０

０万年前に遡る。また、ユーラシアにホモ属が表れた時代も、約１８０万年前と古い。このため、

ヒトが独自の系統となった時代前後から人類進化を明らかにするには、化石証拠を求めること

が唯一の手段である。本研究では新規人類化石の発掘によるアプローチを採用した。 

 まずは人類が利用していたと思われる遺跡の同定を行った。トルコ共和国南部地域で、踏査を

行い、表土上の石器・動物化石を探索した。踏査を継続しつつ、有望と思われる箇所では試掘を

行い、さらに発掘調査へと移行した。発掘においては、発掘区域をグリッド状に区切り、各区画

を 5cm 単位で掘り下げていき、全ての発見物の座標をミリ単位で記録した。これらの発掘調査と

並行して、国内外の所蔵機関で、化石の比較データとして現生種（ヒトと類人猿）の骨格標本を

CT 撮像し、その三次元データを収集した。得られた人類化石についても CT 撮影を行い、形状復

元を進めると共に、幾何学的形態測定法による定量解析を行ない帰属集団の推定を行った。 

 

 



４．研究成果 
 

主な研究成果のひとつとして、今後の研究発展の地固めができた点が挙げられる。トルコ共和国

で人類遺跡の発掘調査を行うには、事前の調整も含め、トルコ側研究者と協力関係を築くことが

必要不可欠である。研究期間を通じて相手国であるトルコ共和国側の研究者との連携を強める

ことができ、今後の共同研究の礎を築くことができた。特に、新たな人的ネットワークの構築に

より、研究開始時には想定していなかった地域に研究範囲を広げることができた。具体的には、

トルコ共和国南部の後期更新世の洞窟遺跡における発掘調査を開始し、人類遺物を発見するに

至っている。これらに関する予報的な成果発表を行った（学会発表、査読付き論文）。また、対

象とする年代を広げるにあたり、調査対象の地理的範囲を絞り込むことができた。今後新たな遺

跡の発見が期待できる。 

 さらに、本研究を基礎として、欧州の研究者とも今後の共同研究のための協力関係を築くこと

ができた。これにより、今後の比較分析のための基礎となる、CT データを収集することができ

た。 

継続的な発掘調査を行うためには、安定した研究資金を獲得する必要があるが、本研究を基盤
として、代表者として新たに長期のグラントも本研究期間内に獲得することができた。アカデミ
ックにも重要性が高く、メディア的にも注目を集める我々ホモ・サピエンスの進化史の解明に向
けて、大きな研究基盤を整備できたと自負している。 
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